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上田市地域公共交通計画（案）に対するパブリックコメントの主な意見等について 

１ 計画等の案の名称  上田市地域公共交通計画（案） 

２ 募集期間  令和 5 年 9 月 27 日（水曜日）から令和 5 年 10 月 26 日（木曜日）まで 

３ 実施結果 

（１） 件 数   79 件（13 人） 

（２） 提出方法 

持  参 郵  便 電子メール ファクシミリ 計 

5 件（1 人） 0 件（0 人） 73 件（11 人） 1 件（1 人） 79 件（13 人） 

４ 主な意見 

ア 地域公共交通の役割と価値について 

① 地域公共交通はまちづくりの重要なツールで、まちなかの賑わいや税収につながるため、その機

能や役割を市民にわかりやすく伝える必要がある。

② 地域公共交通を持続させ、豊かにすることで、福祉、医療をはじめとした他のあらゆる生活部門

に対して、非常に大きくポジティブな波及効果があると考える。

③ 地域公共交通の枠内にとどまらず、持続や充実の方向性について、庁内横断的な議論が必要と

考える。

イ 基本方針及び目標について 

① 目指す将来像や方針を、より明確に記載する必要がある。

② 数値目標が低すぎると考える。2027 年度の数値を達成したら、「地域をつなぎ 未来へつむぐ

地域公共交通」の基本方針を達成できたという捉えであるのか。10 年先、20 年先を見据えたビ

ジョンを提示した計画とすべき。

③ 検討が目標と受け取れる。検討するのであれば、いつまでに何を検討し、その結果を誰がジャッ

ジし、いつまでに実施するのかを明確に記載すべき。

ウ 近隣市町村との連携について 

① 市内の公共交通網のみではなく、近隣市町村との公共交通ネットワークも含めた計画とすべき。

② 上田市は定住自立圏の中心市として、周辺町村との連携を含め、今後この地域全体をどのよう

な状態にしていくかについての方針を定め、それを達成するための具体的な内容も記述する必

要がある。

エ 財政支出について 

① 基本的な考え方として、公共交通は赤字でも必要な社会インフラとして、国や自治体が支援して

維持していくべき。

② 生活の質を上げるための投資と考えて、運行に対する市の負担額を増やしても良いと考える。

③ 他の部門への波及効果（クロスセクター効果）を踏まえた、財政支出の議論が必要である。

④ 運賃低減バスの運行が継続されているが、どのような状態になるまで、また、どれだけ支援する

のかが不明である。
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オ モビリティマネジメントについて 

① 

 

自家用車の利用を少し控えて、公共交通や自転車での移動をしようと、自発的に行動を変容さ

せるため、様々な仕掛けや情報発信の方法があると考える。 

② 

 

各家庭内における送迎の負担問題に加えて、自家用車への過度な依存による影響と、公共交

通利用による移動のメリットについて広く周知し、行動変容を促すべき。 

カ 運転手不足対策について 

① 運転手の収入を上げ、処遇を改善するための公的支援が必要と考える。 

キ 個別施策（事業）について 

① 高校生や大学生の通学時間帯の鉄道やバスの運行本（便）数を増やすべき。 

② 運賃低減バスの運行を継続してほしい。 

③ 

 

公共交通の中心的な利用者である、交通制約者（高校生、大学生や高齢者）に対する補助制度

を導入すべき。 

④ 学生にとって通学定期の購入費が負担になっているため、支援制度を充実すべき。 

⑤ 公共交通機関共通のサブスクリプション方式の運賃体系の導入を進めるべき。 

⑥ 利便性向上のため、TicketQR の共通化、ＩＣカードやクレジットカード決済の導入を進めるべき。 

⑦ 通勤通学時の混雑状況の解消と、日中の閑散状況への対策が必要である。 

⑧ 

 

バスレーン、ＢＲＴ（Bus Rapid Transit）、ＬＲＴ（Light Rail Transit）、自動運転ＥＶバスの導入に向

けた研究 

※ 

 

ＢＲＴ： 

 

専用走行空間の確保を基本とした、速達性、定時性、輸送能力に優れた、バス車両をベースとした高速

運行の公共交通システム 

 ＬＲＴ： 輸送力が従来の路面電車とラピッド・トランジット（本格的な地下鉄など）との中間となる公共交通システム 

ク その他について 

① 

 

 

自家用車の過度な依存から、自家用車利用を削減させる策を深堀りすべきである。現在の朝夕

の交通渋滞解消のため、自家用車から公共交通への転換を強く推し進め、公共交通（バス）の

定時運行の確保を図る必要がある。 

② 

 

 

道路を整備すれば、自動車の乱流も増える。自動車の通行を制限し、公共交通のみが通行可能

となるような施策を取らないと、公共交通の利用者を増やし、利便性に富んだまちづくりは実現で

きないと考える。 

③ 自転車利用の推進、駐輪場の充実及び自転車道の整備の視点も重要である。 

④ 

 

電動自転車、セニアカーのための、歩道平坦化や歩道幅・自転車道幅の確保や、渋滞回避のた

めの、主要バス路線におけるバス停引込線の設置 

 





 

 

 

 

 

 

 

 



「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（活性化再生法）」施行（平成19年10月）

「上田市公共交通活性化協議会」設置（平成20年2月）

（準拠） ・「上田市公共交通総合連携計画」を策定（平成20年3月）

活性化再生法の改正（平成26年11月）

・「上田市地域公共交通網形成計画」を策定（平成28年12月）

活性化再生法の改正（令和2年11月）

活性化再生法の改正（令和5年7,10月）

・「上田市地域公共交通計画」の策定（今回）

活性化再生法の改正の概要

（令和2年11月）改正
○ 地域自らがデザインする地域の交通

・地方公共団体によるマスタープランの作成
・地域における協議の促進

○ 地域の移動ニーズにきめ細かく対応できるメニュー
の充実

・輸送資源の総動員による移動手段の確保
・既存の公共交通サービスの改善の徹底

（利用者目線の運行の充実、ＭａａＳ）
○ 交通インフラに対する支援の充実

（令和5年7,10月）改正
地域の関係者の連携・協働（共創）を通じ、利便性・持続可能

性・生産性の高い地域公共交通への「リ・デザイン」（再構築）を
進める

○ 「道路運送高度化事業」の拡充（交通ＤＸ・ＧＸの推進等）
○ 地域の関係者の連携と協働の促進の位置付け

○ ローカル鉄道の再構築に関する仕組みの創設・拡充
○「地域公共交通利便増進事業」の拡充（エリア一括協定

運行事業）
○鉄道及びタクシーにおける協議運賃制度の創設
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通学通勤、通院や買い物等の日常生活における移動を中心として、自家用車や家族の送

迎に頼らなくても、大きな不安や不便を感じることなく、誰もが安心して利用できる地域

公共交通の実現 

地域をつなぎ 未来へつむぐ 地域公共交通 

～ 市民が誇りに思える地域公共交通の構築に向けて ～ 



 



 





 





  

  

  

  

 





 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 











 

プロセス評価

指標の評価



 



 

進捗状況評価シート①

１　事業の概要

２　個別事業における取組状況

(1) 運行の維持・確保

① 地域鉄道運行におけるサービス水準の最適化

② バス（幹線・支線・地域・広域・その他）運行におけるサー
　ビス水準の最適化

③ デマンド交通運行におけるサービス水準の最適化

④ 交通事業者の人材確保への支援

(2) 多様な移動手段の連携によるネットワークの強化

① 幹線・支線鉄道、幹線・支線バス、地域バスとの接続確保
　及び改善

② きめ細かなサービスが可能なタクシー事業の活用

③ 地域等が主体となった移動手段の確保

④ シェアサイクルと交通機関との連携

(3) わかりやすく使いやすい利用者支援策の確立

① 運賃低減バスの運行継続

② 乗継割引制度の継続、拡充の検討

③ 通学定期券購入補助の継続、拡充の検討

④ 高齢者の外出支援制度の導入検討

※ 実施状況

・実施：○ ⇒ 具体的な実施内容、回数等を記載

・実施に向けて検討中：△ ⇒ 検討状況等を記載

・未実施：× ⇒ 未実施の要因、理由を記載

令和　　年度　　　上田市地域公共交通計画　個別事業の実施状況

事業名
実施
状況

実施内容等

進捗状況評価シート②

３　目標に対する達成状況

 評価指標１：人口1人あたりバス利用回数

 総利用者数：　　　　　　人／当該年度10月1日現在人口：　　　　　　人

 評価指標２：人口1人あたり別所線利用回数

 総利用者数：　　　　　　人／当該年度10月1日現在人口：　　　　　　人

目標値 基準値 実績値

2027年度

8.3回 6.3回 回 回 回 回 回

- 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

 達成状況に関す
 る考察

 改善策、今後の
 方針等について

回 回

 達成状況に関す
 る考察

 改善策、今後の
 方針等について

7.8回 6.3回 回 回 回
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